
岡山放送株式会社（本社：岡山市北区下石井二丁目10-12 、以下OHK）は今年4月にスタートし
た全編手話付き番組「CONNECTOR（コネクター）」の映像データを、現在開発中のAI手話通訳
技術に役立てようと、ソフトバンク株式会社（本社：東京都港区海岸、以下ソフトバンク）に提
供を開始しました。

「 CONNECTOR 」は、地域で活躍する“人”にスポットを当て、その人を通じて地域・ビジネ
ス・時代に“コネクト”する全編手話付きの対談番組です。地域の企業・団体のトップに経営戦略
を伺いながら、その人となりや経営哲学に迫っています。

これまで30年以上にわたり、ろう者とともに手話放送を継続しているOHKは、この番組を聴覚
に障がいのある方に届けるとともに、手話放送に対する従来の福祉的イメージからの脱却を試み
ています。「異彩を、放て。」をミッションに掲げ、福祉を起点に新たな文化創造を目指す福祉
実験ユニット・株式会社ヘラルボニーと連携し、同社が契約する知的障がいのあるアーティスト
の作品を番組ビジュアルに起用、通常テレビ画面に定型枠で表示される手話ワイプをこのアート
作品で彩るなど、これまでと違う見せ方にこだわっています。また、持続可能な手話放送を目指
し、手話通訳に協賛スポンサーをつける手話協力も導入しています。

この番組のさらなる活用を目指そうと、７月から手話ワイプ部分の映像データや関連情報を、
AI手話通訳システム「 SureTalk （シュアトーク）」を開発するソフトバンクに提供を始めまし
た。30年にわたる手話放送のノウハウを生かしろう者と作り上げた的確な手話表現や、音声・文
字情報・手話のデータが同期する放送仕様の映像は、AI学習用のデータとして使いやすいと採用
されました。テレビ局にとっても長年活用を模索してきた番組のアーカイブ映像をデータとして
活用でき、新たなマネタイズにつながっています。

SureTalkの開発を担当するソフトバンク田中敬之課長は
「SureTalkで自然な手話表現を翻訳するために、提供いた
だくデータを活用し、社会に貢献できるよう尽力します。
手話話者の皆様、ならびにご提供のためにご調整いただいた
岡山放送様に御礼申し上げます」とコメントしています。

OHKはこれからもきこえない人ときこえる人の共生社会の実現に貢献するとともに、
“情報から誰一人取り残されない社会”の実現を目指し、より一層情報アクセシビリティ
活動を推進していきます。
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報道関係各位

２０２４年８月２８日
岡山放送株式会社

OHK自社制作番組「CONNECTOR」の手話映像データを
ソフトバンクへ提供

アーカイブ映像をAI手話通訳技術の学習用データとしてマネタイズ

【本件に関する問合せ】岡山放送株式会社 企業広報担当原田 TEL ０８６-９４１-８８８１

日時：毎週日曜8:55～9:00放送

出演：篠田吉央（OHKアナウンサー・情報

アクセシビリティ推進部長）

※番組はすべてOHK公式YouTube

チャンネルで視聴可能

https://www.ohk.co.jp/data/32310/bangumitobira/

ソフトバンクSureTalk開発メンバーと
OHK情報アクセシビリティ推進部員
（後列右から3人目がOHK中静社長）

https://www.ohk.co.jp/data/32310/bangumitobira/

